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地質ニュｰス編集委員会

[表紙]

写真:原則としてポジ(スライド)を提出.印刷は左

右18cm上下17.5cmでほぼ正方形.トリミング案

を示したカビネサイズのプリントを付けること.原

画がネガの場合は4つ切りサイズのプリントを提

出.スライドの枠は製版時に取り外します.プリン

ト版は返却しません.

解説:短い表題に1行25字で5-10行程度の解説文

を付ける.写真と文の作者が異なるときは,それぞ

れの氏名を記す.本誌目次の頁左下を参照.

[口絵]

口絵は頁単位で14頁の範囲.

写真:1頁に2-3枚が望ましい.原則としてポジを

提出.カビネサイズのプリントにトリミング案を示

し,解説文の量を考慮して写真の配置案を付けるこ

と.表紙の場合と同様,スライドの枠は製版時に取

り外します.プリント版は返却しま竜ん.

解説:短い表題に,(1)1行23字で15-25行程度の全

体の解説文と,(2)写真の番号に対応したそれぞれの

解説文を付ける.文章のフロッピｰも提出.解説文

の書き方やレイアウトなどにつては最近の口絵を参

照のこと.

[本文]

1.原稿の規模

原稿は図･表･写真を含め,原則として刷り上が

り10頁以内.編集委員会としては5-8頁のものを

歓迎.1頁の字数は最大1978字(1行23字,片段43

行,2段組).図･表･写真の合計数は文章の刷り

上がり真数を大きく超えないこと.

2.ワｰプロか手書きか

文章は原則としてワｰプロで作成のこと.MS-

DOSのテキストファイルであれば機種やソフトは

問わないが,印刷作業上は『一太郎』を用いること

が望ましい.A4判用紙に,1行23字で,1枚20-25

行程度で印字したものを投稿(フロッピｰは原稿受

理後に提出).手書きの場合もこれに準ずることが

望ましいカざ,市販の原稿用紙を用いてもよい.

3.原稿の書き方

(1)第1頁に以下の事を書く.

a)原稿のファイル名,使用機種およびソフト名

b)表題

C)著者(所属を示すため右上に数字を付ける)

d)c)の数字に対応する所属(筆頭著者が所外の

場合には住所も記す)

e)キｰワｰド(短い単語10語以内,地質文献デ

ｰタベｰスGEOLISに入力される)

f)著者(氏･名の順)と表題の英文表記

例:SAT0Kohei(1993):Meta11ogenyof

��渮

(2)本文は2頁以降に書く.その際以下の点に注意.

a)書き出し･改行は1字をあげ,句読点はピリ

オドとカンマを使う.

b)年と年度は西暦で表記のこと.ただし,歴史

地震などは,天明xx年(17班年)あるいは

17w年(天明泌年)などとする.

C)本文中に外国語をはさむことはなるべく避け

る.ただし,固有名詞は英文,もしくはカタカ

ナ表記に()で英文を付けたものも可.良く知

られた名詞はカタカナで表記.

d)行の末尾で年や外国語が途切れても,空欄や

ハイフンは入れず,ベタ打ちとする1

e)アルファベット･数字･記号は半角で.

(3)図･写真･表

a)本文とは別に1枚1べ一ジとし,それぞれ

に通し番号をつける(例:第1図,第2表,写

真3).原則としてA4判の用紙使用(写真の場

合は台紙).掲載サイズの希望は余白に記入.

b)図はそのまま印刷できる鮮明な原図を提出の

こと.図中の文字や記号は,刷り上がり(左右

15cm以下)を考えて,サイズを工夫し,な

るべく和文を活用のこと.

C)写真は白黒で印刷.手札～カビネサイズの鮮

明なブリソト版(カラｰ可)を台紙(厚紙不可)に

貼付けて提出のこと.トリミングは,台紙の余

白か重ねた半透明の紙に指示.通常左右7.2
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Cm(片段)で印刷.

d)図と写真の説明文は,本文とは別の原稿用紙

に,それぞれ番号順に並べて書く.図や写真

には番号を付け,説明文は付けないこと.ワ

ｰプロ原稿の場合,説明文は本文ファイルの

末尾でも可.

e)複雑な表はそのまま印刷可能なものが望まし

い.ただし,図で表現できる内容はなるべく

図で.

f)本文原稿の右欄外に,図･写真･表の挿入位

置を記入のこと.

(4)文献

a)必要に応じて文献をつげる.ただし,刷り上

がりが1頁を超えないこと.

b)文献リストは,著者名のアルファベット順,

同一著者の場合も氏名を完記し発表年順に配

列.詳しくは最近の地質ニュｰスを参照のこ

と.

4.原稿の提出

(1)原稿2都(1都は複写)に,必要事項を記入した

原稿整理カｰド(事務局に準備してある)を添えて

事務局に提出.受付カｰドが発行される.

(2)ワｰプロ原稿のフロッピｰは原稿受理後に提

出.ラベルには,①著老名②使用ソフト名③ファ

イル名④機種名を書く.

5.校正

(1)初校:著者の校正後,さらに編集委員会がチェ

ック.著者校正での大幅な内容変更はお断りしま

す.また校正の時,原図･表･写真は返却しない

ので,投稿者は原稿の写しを手元に保1管すること

が望ましい.原稿は印刷終了後に返却.

(2)再校:原則として著者校正はせず,編集委員会

がチェック.

6.別刷

著者校正時に問い合わせるので,必要部数を記入

して申し込むこと.別刷の印刷代は著者負担.

問い合わせ:地質ニュｰス編集委員会

千305つくば市東1-1-3地質調査所

(事務局=総務部業務課広報係)
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原稿募集:兵庫県南部地震

兵庫県南部地震による災害に関連して特集を計画レております.地震･地震動･地盤･建造物の被害

･地移変化さらには第四紀の地殻変動など色々な視点から今回の震災について考える機会を作りたい

と思います.寄稿される方は,タイトル(仮題)とおよその印刷真数を,編集委員会まで至急お知らせ下

さい.原稿締切は4月中旬の予定です.誌面の構成によっては2冊に分け,締切も多少変更します.

これまでに,所外では下記の方々から寄稿頂げることになっております(アルファベット順).

藤田和夫(大阪市立大学名誉教授,断層研究資料センタｰ),橋本学(国土地理院),石橋克彦(建築研

究所),岩渕洋(海上保安庁水路部),松田時彦(九州大学),梅田康弘(京都大学防災研究所),吉田明

夫(気象研究所)

〒305つくば市東1-1-3地質調査所

地質ニュｰス編集委員会
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